
Japan  ASIA  Youth  Conference  2018�
国内外2,000名の外国⼈人材の声から⾒見見えた⽇日本の課題�

    ⼀一般社団法⼈人⽇日本国際化推進協会�
    JAYC  リサーチ事業部 �
【発表】ツェン  オスティン（MSA:⽂文部科学省省国費留留学⽣生会  所属）�
【協⼒力力】⽯石井  ⼤大智（⾹香港中⽂文⼤大学  後期博⼠士課程）�
 　 　 　 　⽥田村  ⼀一也（⼀一般社団法⼈人⽇日本国際化推進協会  事務局⻑⾧長）�

(C)2018    JAPI.  All  Rights  Reserved  �



アジェンダ�

(C)2018    JAPI.  All  Rights  Reserved  � 2�

�

（１）調査背景・⽬目的�
（２）調査⽅方法�
（３）回答者⽐比率率率（留留学⽣生・社会⼈人・帰国者）�
（４）⽇日本ではたらく魅⼒力力度度�
（５）留留学⽣生の就職先に関する志向性�
（６）⽇日本企業で働く外国⼈人材からみた⽇日本企業の魅⼒力力と問題点�
（７）帰国者の⽇日本企業の関与状況と可能性�
（８）最後に�



(C)2018    JAPI.  All  Rights  Reserved  � 3�

１.  調査背景・⽬目的�



調査背景・⽬目的�
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質問	


属性	


全体目的	

日本を外国人にとって働きやすい環境に

するにはどうしたらよいか？	


全体	


・日本で働く魅力度	
  
・日本で働くことを

勧めるか	


留学生	


・就職希望	
  
・有効な就職方法	


社会人	


・転職意識	
  
・満足度	


帰国者	


・帰国理由	
  
・架け橋になってい

るか？	
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２.  調査⽅方法�



調査⽅方法�
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�
SurveyMonkeyを利利⽤用した�
インターネット・アンケート調査�
�
拡散：SNS、留留学⽣生団体、留留学⽣生受け⼊入れ⼤大学及び企業�
実施期間：2018年年3⽉月中旬  –  6⽉月中旬�
回答数：2266⼈人�
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３.  回答者⽐比率率率(留留学⽣生・社会⼈人・帰国者)�



回答者⽐比率率率（誤答除く）�
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  25	
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   214	
  

0	
   500	
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帰国	


日本で社会人	


日本で留学生	


現在のステータス	


現在国外・元日本で労働経験あり	


現在国外・元日本で留学経験あり	


現在日本で在職中	


日本で働いたが近頃仕事を辞めた	


(Link	
  Japan	
  Career)	
  

正規留学生・就活終了	


正規留学生・就活未完了	


交換留学生か元交換留学生	


帰国	


社会人	


留学生	


95	
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   1093	
  

159	
   530	
   214	
  

0	
   500	
   1000	
   1500	
  

帰国した	


日本で職務経験あり	


日本で留学経験あり	


経験	


帰国	


元々日本で勤務	


日本で現役社会人	


(Link	
  Japan	
  Career)	
  

日本で卒業した元留学生	


現役正規留学生	


交換留学生か元交換留学生	


職務経験あり	


留学経験あり	
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４.  ⽇日本で働く魅⼒力力度度�



⺟母国の友⼈人に⽇日本での仕事を薦めるか？≒魅⼒力力度度�
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⽇日系企業で働いている⽅方のほうが、⽇日本で働くことに魅⼒力力度度が若若⼲干⾼高い。�
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帰国者（就業経験有り）	


帰国者（未就職）	


社会人（正規）	


社会人（語学講師）	


学生（正規）	


学生（交換留学）	


全体	

必ず薦める	


多少、薦める	


あまり薦めない	


全く薦めない	


0%	
   20%	
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社会人（日系大手）	


社会人（日系中小）	


社会人（外資系大手）	


社会人（外資系中小）	


■ファーストキャリア別の魅⼒力力度度�



⺟母国の友⼈人に⽇日本での仕事を薦めるか？≒魅⼒力力度度�
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学生（交換
留学）	


学生（正規）	
社会人（語
学講師）	


社会人（正
規）	


帰国者（未
就職）	


帰国者（就
業経験有

り）	


ネガティブ	
 ポジティブ	
 平均	


「留留学⽣生」「社会⼈人」「帰
国者（社会⼈人経験有り）」
の間では、”⽇日本で働くこと
の魅⼒力力度度”について、⼤大きな
差は感じられなかった。し
かし、「帰国者（未就
職）」は相対的に”魅⼒力力
度度”が低くなっている。�
�
※語学講師の多くは、(株)リン
クジャパンキャリアでサポート
する外国⼈人材。�
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5.  留留学⽣生の就職先に関する志向性�



企業属性�
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企業属性：⽇日本国内に残るか国外か�
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卒業後⽇日本に残ろうとす
る意思は明確に確認。�
�
今の低い就活率率率は、本当は
⽇日本に残りたいが、残れな
い⼈人が多いという意味？�

日本国内	
 日本国外	
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卒業後希望する勤務先の種類	


志望度	
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企業属性：企業の志向�
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⻘青：外資・⾚赤：⽇日系�
⾊色が濃い：⼤大企業�
全体的に⼤大企業志向と外資
志向を確認できた。�
（2016年年度度と同傾向）�
�
英語で勉強：�
外資志向 　  >  ⼤大企業志向�
⽇日本語で勉強：�
⼤大企業志向  >  外資志向�
�
⼤大学院⽣生において研究機関・⼤大
学で就職する強い意欲�



就職先を選ぶ基準�
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後ほどの転職のしやすさ	


将来の給与水準	


福利厚生	


企業理念	


雇用の安定	


同僚になりうる人との相性についての印象	


昇進のしやすさ	


会社内の多様性	


会社の評判	


会社の規模・事業の大きさ	


専門知識を使える可能性	


初任給	


ワークライフバランス	


事業に対する興味	


仕事を通しての学びの有無	
 卒業⽣生・就活修了了⽣生のみの回答�
�
興味分野と「学び」が最も多く、
以外はばらつきが⼤大きい。�
�
留留学⽣生にアピールするた
めには、仕事を通じた学
びが重要。�
�
しかし、この「学び」とは何か
は調査の課題�



課題まとめと改善策について�
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需要が確かである以上、⼈人材の国内リテンションのためにキャリア教育実施�

■⽇日本で就職したいという気持ち�

■「学びがある」ことに対する拘り�

会社に勤めたらどういう収穫が得られるかをアピールすることが採⽤用の鍵？�
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６.  ⽇日本企業で働く外国⼈人材からみた�
 　    ⽇日本企業の魅⼒力力と問題点�



⽇日本企業への評価�
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⽇日本企業への評価（社員数別）�
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・社員数によって、全体の満⾜足度度（=項⽬目別の満⾜足度度の）の平均値は変わらない。�

・99名以下の企業では柔軟性の評価が特に⾼高い（3.9点/5点）。�

・100~∼299名の企業においては労働時間の満⾜足度度が特に低い（2.7点/5点）。�

・1000~∼1999名の企業においては社内の多様性、チームワーク、学びへの�

 　満⾜足度度が低い（いずれも2.9点以下）。�

・2000名以上の企業においてはキャリアの発展性への評価が低い（2.9点/5点）。�



⽇日本企業への評価（就職経路路別）�
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⽇日本企業への評価（就職経路路別）�
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・⽇日本で卒業後就職した⼈人の評価は、海外から転勤で来た⼈人よりも概して⾼高い。�

 　（=転勤前の海外の職場と⽐比較すると⽇日本の職場への評価は低い）�

・⽇日本で卒業した⼈人の⽅方が⽇日本の職場で学びがあると回答。�

 　（もしかして⽇日本の⼤大学で実践的なことを学べていないから？）�

・海外からの転勤者は労働時間と柔軟性への評価が低い。�



⽇日本企業への評価（勤続年年数別）�
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⽇日本企業への評価（勤続年年数別）�
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・⼊入社直後半年年は評価が⾼高いが、�

 　勤続年年数が⻑⾧長くなれば⼀一律律的に評価が下がるわけではない�

・勤続2~∼3年年が特に満⾜足度度が低く、�

 　キャリアの発展性への満⾜足度度が低い（2.6点/5点）。�

 　（仮説：勤続3年年後にキャリアの発展性のなさによって辞めているのでは？）�

�



課題まとめと改善策について�
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外国⼈人社員でもキャリアアップが社内でできるようにサポートさせる�

■キャリアの発展性への不不満�

■何が不不満かは企業の条件で⼤大きく異異なる。�

外国⼈人社員とその周囲への重点的な聞き取り調査とそれに基づく施策実⾏行行�
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７.  帰国者の⽇日本企業の関与状況と可能性�



回答者属性�
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⽇日本を離離れることになった主な理理由�
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「キャリアの発展性」において外部に進路路を求めたケースが多い。�
また、⽇日本未就労の層は、本当は⽇日本での就職を希望していた可能性が⾼高い。�
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⽇日本に仕事をするために戻ってくるか�
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⽇日本での就業から離離れた場合、⽇日本に戻る可能性は低くなる⾒見見込み。�
特に⽇日本で就職できなかった層が、⽇日本就業へネガティブになっている。�
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仕事をするために日本に戻る機会を積極的に探してはいないが、オ
ファーを受け付けている。	


仕事をするために日本に戻るオファーをほとんど受け付けていない
が、例外を検討する。	


仕事をするために日本に戻ることは完全に考えていない。	


以前、日本で勉強していた。日本でフルタイムの仕事を経ずに現在は他の国で暮らしている。（交換留学は含まない）	


以前、日本で働いていたが現在は他の国で暮らしている。	




海外現地で⽇日本企業への就業について�
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もともと⽇日本企業で就業していた外国⼈人材は⺟母国でも就業する可能性はある
が、未就職で帰国した場合、⽇日本企業で就業したい意向が下がる傾向がある。�
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既に、日本企業の海外現地法人で働いている。	


現在、日本企業の海外現地法人で働いていないが、既に働く予定が立って
いる。	


日本企業の海外現地法人で働く機会を積極的に探している。	


日本企業の海外現地法人で働く機会を積極的に探していないが、オファー
を受け付けている。	


日本企業の海外現地法人で働くオファーをほとんど受け付けていないが、
例外を検討する。	


日本企業の海外現地法人で働くことは完全に考えていない。	


以前、日本で勉強していた。日本でフルタイムの仕事を経ずに現在は他の国で暮らしている。（交換留学は含まない）	


以前、日本で働いていたが現在は他の国で暮らしている。	
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⽇日本での勤続年年数／転職回数�

(C)2018    JAPI.  All  Rights  Reserved  � 33�

帰国した外国⼈人材の⽇日本で就業経験は平均約２年年。�
半数が⽇日本国内で転職をせずに帰国をしている。�

平均約2年年�

以前⽇日本で働き、�
現在は他の国で暮らす�

⽇日本での就業経験年年数� ⽇日本での転職回数�
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課題まとめと改善策について�
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⽇日本国内での就業相談及び転職機会のサポートを充実させる�

■⽇日本企業での就業期間が短く、かつ就業環境を変えずに帰国している。�
以前⽇日本で働き、現在は他の国で暮らす�

⽇日本で働かず他の国で暮らす�

■未就職で帰国した場合、⽇日本企業への就業意欲が低くなる。�

⽇日本国内での就職⽀支援サポート体制の強化  →  就職率率率の向上�
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８.  最後に�



まとめ（特に検討が必要なポイント）�
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・⼈人材の国内リテンションのためにキャリア教育実施�
・採⽤用の鍵：会社でどういう学びがあるかをアピールすること�留留学⽣生�

・キャリアアップが社内でできるようにサポートさせる�
・外国⼈人社員とその周囲への重点的な聞き取り調査と�
 　それに基づく施策実⾏行行�

社会⼈人�

・⽇日本国内での就業相談及び転職機会のサポートを充実させる�
・⽇日本国内での就職⽀支援サポート体制の強化  →  就職率率率の向上�帰国者�



最後に�
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本調査結果は、まだ⼀一部であり、今後も分析を継続して⾏行行います。�

今後のレポートについては、Webサイトにてアップロードのうえ、�
お申し込み時にご登録いただいたメールアドレスにお知らせいたします。�

今回時間の都合、取り上げられなかった点として、�
例例えば「留留学⽣生の⽇日本就職のルールに関する認知度度」�
「社会⼈人の希望継続勤務年年数」などがございます。�

また、今回の調査結果が、すべての外国⼈人材に当てはまるのではなく、�
あくまで⼀一つの傾向として、今後も調査を継続していく考えです。�

今後とも、ご協⼒力力、何卒よろしくお願いいたします。�


